
平成２２年（２０１０年）８月

８

「やしお市議会だより」は、新聞折り込みでお届けしています。市役所、八潮駅、お近くの公共施設などでもお受け取りになれます。

委員会のうごき

　

分
権
時
代
の
今
日
、
一
番
求
め
ら
れ
て

い
る
の
は
市
民
の
皆
様
の
議
会
へ
の
参
画

と
協
働
で
す
。

　

そ
の
前
提
と
な
る
情
報
共
有
の
た
め
に
、

先
進
議
会
で
は
議
会
基
本
条
例
策
定
、
全

議
員
に
よ
る
議
会
報
告
会
、
出
前
議
会
、

会
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
な
ど
様
々

な
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
、
市
民
の
方
に
発
信

し
て
い
ま
す
。

　

八
潮
市
議
会
で
も
、
昨
年
八
月
、「
今
後

も
、
継
続
的
に
議
会
改
革
に
取
り
組
む
こ

と
」
や
「
積
極
的
に
情
報
を
提
供
す
る
」

こ
と
を
決
議
し
て
い
ま
す
。

　

誰
で
も
手
軽
に
読
め
る
議
会
報
は
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
た
め
、
更
に
魅
力

あ
る
紙
面
づ
く
り
に
努
め
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。　　
　
　
　
　

（
矢
澤
江
美
子
）

�
　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
八
潮
市
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）
な
ど
の

２
議
案
、
補
正
予
算
関
係
で
は
、
平

成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２２
１
号
）
の
分
割
付
託
１
議
案
、
条
例

関
係
で
は
、
八
潮
市
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
な
ど
５

議
案
の
あ
わ
せ
て
８
議
案
の
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

八
潮
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
の
関
係
で
は
、
意

見
と
し
て
、「
こ
の
議
案
は
、
民
主
党

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
基
づ
く
子
ど
も

手
当
の
財
源
確
保
策
の
一
つ
と
し
て
、

年
少
扶
養
控
除
の
廃
止
と
特
定
扶
養

控
除
の
縮
減
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
新
た
に
『
個
人
の
市
民
税
に

か
か
る
給
与
所
得
者
や
公
的
年
金
等

受
給
者
の
扶
養
親
族
申
告
書
』
の
提

出
を
求
め
る
規
定
を
書
き
加
え
て
い

ま
す
。
年
少
扶
養
控
除
の
廃
止
等
は

増
税
要
因
で
あ
り
、
機
械
的
な
試
算

で
２
億
５
０
０
０
万
円
の
増
税
に
な

る
と
の
こ
と
で
す
。
市
民
意
識
調
査

な
ど
を
実
施
し
た
中
で
、
八
潮
市
は

税
金
が
高
い
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
の
よ
う

な
負
担
感
を
更
に
大
き
く
し
て
し
ま

い
ま
す
。
同
時
に
、
来
年
度
以
降
、

子
ど
も
手
当
が
ど
う
な
る
の
か
は
っ

き
り
せ
ず
、
議
論
の
さ
な
か
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
控
除
の
廃
止
・
縮
小
は

決
め
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
意
見
を
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
ま
た
、
た
ば

こ
税
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
健
康

の
問
題
等
は
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、

総
務
文
教
常
任
委
員
会

簡
単
に
税
金
を
取
れ
る
と
こ
ろ
に
求

め
る
と
い
う
考
え
が
根
底
に
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
従
っ
て
、
法
に

基
づ
く
条
例
改
正
で
は
あ
り
ま
す
が
、

反
対
の
表
明
を
し
ま
す
」
と
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

８
議
案
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

〈
行
政
視
察
〉

　

先
進
市
の
事
例
を
調
査
研
究
す
る

た
め
、
次
の
日
程
で
行
政
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

○
５
月　

日
・
山
形
県
米
沢
市
（
置

１０

賜
広
域
行
政
事
務
組
合
）

「
Ａ
Ｓ
Ｐ
を
活
用
し
た
基
幹
業
務
シ

ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
」

○
５
月　

日
・
福
島
県
郡
山
市

１１

「
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
」

�
　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
物
品
購
入
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
な
ど
２
議
案
、
ま
た
、
請
願

第
１
号
「
八
潮
市
八
條
西
地
区
に
係

る
早
期
土
地
活
用
実
現
の
為
の
手
法

の
見
直
し
に
関
す
る
請
願
書
」
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

請
願
に
つ
い
て
審
査
し
た
中
で
意

見
と
し
て
、「
こ
の
地
域
の
将
来
を
判

断
す
る
為
に
は
、
当
該
地
区
の
地
権

者
の
少
な
く
と
も　

パ
ー
セ
ン
ト
以

８０

上
の
方
の
合
意
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
先
ほ
ど
他

の
委
員
が
述
べ
た
よ
う
に
、
今
回
の

要
望
書
を
出
し
た
方
の
所
有
す
る
面

積
の
合
計
は
４
万
９
千
平
方
メ
ー
ト

ル
、
こ
の
西
地
区
の
総
面
積　

万
平

９２

方
メ
ー
ト
ル
の
８
分
の
１
に
も
満
た

な
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
慎
重
に
審

議
す
る
為
に
も
、
今
日
い
た
だ
い
た

建
設
水
道
常
任
委
員
会

資
料
を
十
分
に
読
み
こ
ん
だ
上
で
、

引
き
続
き
９
月
議
会
で
結
論
を
出
し

た
い
と
考
え
、
継
続
審
査
を
希
望
し

ま
す
」
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
意
見
と
し
て
、「
今
回
の
請
願

主
旨
の
う
ち
２
点
は
、
基
本
構
想
等

の
早
期
実
現
の
為
、
開
発
手
法
を
変

更
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
も
の

で
す
の
で
、
反
対
す
る
理
由
は
見
あ

た
ら
な
い
は
ず
で
す
。
３
点
目
の　
２５

ｍ
規
制
に
つ
い
て
で
す
が
、
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
の
『
流
通

業
務
機
能
の
集
積
を
図
る
』為
に
は
、

費
用
対
効
果
を
前
提
と
し
た
進
出
希

望
事
業
者
の
要
望
も
考
慮
し
た
企
業

誘
致
努
力
を
し
な
く
て
な
り
ま
せ
ん
。

静
岡
県
長
泉
町
で
は
積
極
的
な
企
業

誘
致
政
策
に
よ
っ
て
税
収
が
増
え
、

理
想
的
な
ま
ち
づ
く
り
や
充
実
し
た

福
祉
政
策
が
実
現
で
き
、
人
口
も
増

え
て
い
る
よ
う
で
す
。
本
市
で
も
そ

の
成
功
事
例
に
習
い
、
こ
の
地
域
で

の
企
業
誘
致
を
成
功
さ
せ
る
為
に
は

必
要
な
措
置
で
す
。
早
期
に
北
部
拠

点
を
実
現
し
、
税
収
増
と
雇
用
促
進

を
図
る
為
に
請
願
に
賛
成
致
し
ま
す
」

と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、３
件
の
意
見
が
あ
り
、

会
議
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
採
択
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

２
議
案
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

〈
行
政
視
察
〉

　

先
進
市
の
事
例
を
調
査
研
究
す
る

た
め
、
次
の
日
程
で
行
政
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

○
４
月　

日
・
三
重
県
桑
名
市

２２

「
桑
名
駅
東
口
周
辺
整
備
事
業
に
つ

い
て
」

○
４
月　

日
・
愛
知
県
大
府
市

２３

「
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
」

�
　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
八
潮
市
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
）、
補
正
予
算
関
係
で
は
、
平
成

　

年
度
八
潮
市
一
般
会
計
補
正
予
算

２２（
第
１
号
）
の
分
割
付
託
な
ど
２
議

案
、
そ
の
他
１
議
案
の
あ
わ
せ
て
４

議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、所
管
事
項
の
調
査
の
た
め
、

現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

○
や
し
お
花
桃
保
育
園

　

議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

４
議
案
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

〈
行
政
視
察
〉

　

先
進
市
の
事
例
を
調
査
研
究
す
る

た
め
、
次
の
日
程
で
行
政
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

○
４
月　

日
・
滋
賀
県
草
津
市

２１

「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
費
補
助
制
度
に
つ
い
て
」

○
４
月　

日
・
滋
賀
県
甲
賀
市

２２

「
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
活
用
に
つ
い
て
」

福
祉
環
境
常
任
委
員
会

�〈
行
政
視
察
〉

　

先
進
市
の
事
例
を
調
査
研
究
す
る

た
め
、
次
の
日
程
で
「
議
会
運
営
に

つ
い
て
・
議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
行
政
視
察
を
行
い
ま
し

た
。

○
５
月　

日
・
福
島
県
会
津
若
松
市

１３

○
５
月　

日
・
福
島
県
伊
達
市

１４

�■
財
政
健
全
化
調
査
検
討
特
別
委
員

会
　

６
月
９
日
、
財
政
健
全
化
調
査
検

討
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
財
政

の
現
状
と
課
題
等
に
つ
い
て
執
行
部

よ
り
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。

�■
子
ど
も
手
当
の
廃
止
を
求
め
る
意

議
会
運
営
委
員
会

特
別
委
員
会
関
係

陳

情

見
書
の
提
出
に
関
す
る
陳
情
書

■
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法
令
化

に
反
対
す
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す

る
陳
情
書

■
人
権
侵
害
救
済
法
の
成
立
に
反
対

す
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
陳
情

書以
上
３
件
の
陳
情
者

日
本
の
子
供
の
未
来
を
・
守
る
会

小
南
摩
佐
子

陳
情
者
住
所　

埼
玉
県
幸
手
市
西
１－

　

－

　
１５

１３

�■
議
案
第　

号　

八
潮
市
固
定
資
産

４９

評
価
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
第
４
０
４
条
第
２
項
の

規
程
に
よ
り
、
田
中
一
夫
氏
（
た
な

か　

か
ず
お
、
大
字
古
新
田
８
０
３

番
地
１
）
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
し

ま
し
た
。

議

案

編 集

後 記
議会報編集委員会から


